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第1報 告　 蟲樣突起炎 トWelch-Frankel氏 菌 トノ關係

岡山醫科大學津田外科教室(主 任津田教授)

助手醫學士　 清 水 勝

[昭和6年7月4日 受稿]

Uber die Welch-Fraenkelsehen Bazillen und ihr 

Antivirus bei der Appendizitis.

I. Mitteilung: Uber die Welch-Frankelschen Bazillen bei 

der Appendizitis.

V on

Dr. Masaru Shimizu. Assistent der Klinik.

Aus der chirurgischen Universitalsklinik Okayama, Japan
(Direktor: Prof. Dr. Seiji Tsuda).

Eingegangen am 4. Juli 1931.

Ich hatte Gelegenheit, bei 58 in unserer Universitatsklinik operierten Wurmfortsat

zentzundungen den Inhalt des Appendix und das Exsudat in der freien Bauchhohle 

bakteriologisch zu untersuchen. Darunter waren 28 akut, 30 chronisch.

Das Gesamtergebnis der Bakterienbefunde ist in Tabelle 1. 2. u. 3. zusammen

gestellt.

Tabelle 1. Auftretungshaufigkeit der einzelnen Mikroorganismen.
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104 清 水 勝

* N . B. Wenn die Mikroorganismen entweder in Strichprtparat oder in Bouillonkultur gefunden 

werden, sind sie als positiv zur Gesamtzahl gerechnet.

Tabelle 2. Bakterienkombinationen.

Tabelle 3. Auftretungshaufigkeit der Welch-Frankelschen Bazillen

 bei der akuten Appendizitis.
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Es wurden in erster Linie Kolibazillen, Diplo- u. Kettenkokken und anaerob wach

sende plumpe gramfeste stabchen d. h. Welch-Frankelsche Bazillen gefunden. Auffal

lend war in der Statistik, dass die Welch-Frankelschen Bazillen in ziemlich zahlreichen

 Falle sowohl im akuten als auch im chronischen Stadium festgestellt wurden und dass 

besonders in 5 foudroyant zu grunde gegangenen Fallen, hoch pathogene Gasbrand

bazillen im Verein mit Kolibazillen u. Diplo-(Strept)kokken 3 mal gefunden werden 

konnten.
Darauf habe ich untersucht, in welcher Weise die Welch-Frankelschen Bazillen auf 

die (nach Magnus) isolierten Kaninchendarmpraparate wirken. Die Reinkultur (Leber

kreidebouillon) der aus menschlichen Appendiziden isolierten Welch-Frankelschen Bazillen

 wirkt auf die Pendelbewegung und den Tonus des Darms immer stark hemmend ein. 

Diese stark lahmende Wirkung hat wahrscheinlich ihren Angriffspunkt an dem Glatt

muskel. Die Mischkultur (Leberkreidebouillon) der Welch-Frankelschen Bazillen mit

 den Kolibazillen wirkt noch starker lahmend bis zum volligen Verschwinden der Pendel

bewegungen und des Tonus. Dabei jedoch findet sich eine interessante Tatsache. Wenn 

die Welch-Frankelschen Bazillen wahrend der Kultur ihre Toxitat verloren hatten, konnte 

ich keine lahmende Wirkung mehr nachweisen. Daher unterliegt es keinem Zweifel, dass 

die Welch-Frankelschen Bazillen nicht nur als wichtige Erreger der Appendizitis anzu

sehen sind, sondern dass sie auch bei dem Zustandekommen der Darmlahmung eine grosse 

Rolle spielen. (Autoreferal).
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第1項　 2, 3好 氣性菌及ビ腹腔内滲出液ノ腸管運
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第2項　 Welch-Fraenkel氏 菌 ノ家兎剔出腸管運動
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第3項　 文獻竝ニ考察

第4章　 結 論

主要文獻

第1章　 緒 言

Welch-Fraenkel氏 菌 ノ研究 ハ1786年Tomas Kirklandガ 瓦 斯壞疽 ニ就 テ發 表 セ シヲ端 緒

トシテ,ソ ノ後諸研究者 ニ依 ツテ瓦斯壞疽 ノ病 理學 的 及 ビ細菌學的 檢索行 ハ レ, 1891年Welch

氏 ハ屍體 ヨリ「グ ラム」陽性非運動性 ノ嫌氣性桿菌 ヲ分離 シBazillus aerogenes capsulatusト

命 名 セ リ.次 デ1893年Fraenkel氏 ハ彼 ト別 ニGasphlegmoneノ 患 者 ヨリ同樣 ノ菌 ヲ分離 シ

テBac. phlegmones emphysematosaeト 命 名 セ リ.又Veillon et Zuber氏 モ同樣 ノ菌 ノ分
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離 ニ成功 シBac. perfringensト 命 名 セシガ,コ ル三者 ハ イヅ レモ同 一 ノ嫌氣性菌 ニ シテ,

 Welch-Fraenkel氏 菌 トシテ今 日一般 ニ認 メラルル ニ至 レリ.然 レドモ嫌 氣性 菌 ノ研 究ハ ソノ

培養 ノ甚 ダ困難 ナル ガ爲 ニソノ進 歩ハ尚ホ遲 々タルモノナ リシガ,カ ノ歐洲大戰勃 發 スルヤ,

戰線 ニ於ケル怖 ルベ キ創傷傳染 ガ悲慘 ニモ多數戰士 ノ生命 ヲ奪 ヒシニ甚 ダ刺 戟 セラ レ,茲 ニ嫌

氣性細 菌學 ノ發達 ハ著 シク促進 セラレ,爾 來嫌 氣性菌 ノ研究 報告 ノ見ルベ キモノ陸績 トシテ發

表 セラ レタ リ.而 シテ消化器系統 ノ疾患 ニ於 テモ,次 第 ニ嫌 氣性菌 ノ意義 ヲ認 ムル者尠 シ トセ

ズ.

即 チGoldmannハ 健 康 ナル人 間 ノ空腸 ニハ嫌 氣性菌 ヲ證明 スルヲ得 ザ リシモ,小 腸 ノ下部 ニ

ア リテハ之 ヲ證 明 スルヲ得 タ リ.又V. van der Reisガ 人體 ニ於 ケル精細 ナル研究 ニヨレバ

Welch-Fraenkel氏 菌 ハ小腸内 ニハ存 セザ レ ドモ,盲 腸以 下ニア リテハ之 ヲ證明 シ得 ルモノナ

リト云ヘ リ.然 ルニ本菌 ハ發育 ニ不適ナル場合 ニ於 テハ恰 モ非病原 菌ナルカ ノ觀 ヲ呈 スル モノ

ニ シテ,消 化管内 ニ於 テハ,平 時 ハ何等病原作用 ヲ示 サザ レ ドモ,一 旦該部 ニ炎衝,血 行障碍

或 ハ外傷等 ガ加 ハ リ,該 部 ノ抵抗 力減弱 スル時 ハ急速 ニ強 キ毒 力ヲ發揮 スルモ ノ ト云ハル.即

チ本菌 ハ含水炭素 ヲ強烈 ニ分解 シテ,酸 類 及 ビ瓦斯 ヲ發生 スル他,蛋 白質 ヲ分解 シテ一種強力

ナル毒物 ヲ生産 シ,ソ ノ依 ツテ生 ズル酸 ハ著 シキ溶血作用及 ビ血管 破壞作用 ヲ有 スル モノナ リ

トセラル(Mc. Campell桂).

蟲 樣 突起炎 及 ビコ レニ續 ク腹膜炎 ノ催炎菌 ニ就 テモ嫌氣性菌 ノ意義 ヲ認 ムル モノ次第 ニ多 シ

(Veillon u. Zuber, Runeberg, Murphy, Ghon u. Sachs, Heile, Heyde, Brutt, Weinberg,

 Russe Grigoroff, Jennings, Lohr, Eichhoff u. Pfannenstiel).

而 シテ今 ヤ蟲 樣突 起炎 ノ療 法 トシテWelch-Fraenkel氏 菌 血清ヲ使用 シ良好 ナル成績 ヲ擧ゲ

ツツアル者 スラア リ.

吾 人ハ 昨年來蟲樣突 起炎手術 ニ依 ツテ得 タル材料 ヨリシテ,細 菌學 的檢索 ヲ行 ヒ, Welch-

Fraenkel氏 菌 ヲ高率 ニ於テ證明 シ,續 イデ該菌 ガ腸管運動 ニ對 シテ及 ボス影響 ニ就 テ研究 シ,

尚 ホ該 菌 ノ「ア ンチヴイルス」ヲ製作 シテソノ性状 ヲ檢 シ,コ レガ實地臨牀上治療 ニ使用 スル價

値 アル事 ヲ認 ムルニ至 リシヲ以 テ,茲 ニソノ成績 テ發表 セン トス.

第2章　 蟲 樣 突 起 炎 ノ細 菌學 的檢 索

第1項　 文 獻 概 要

蟲樣突起炎 ノ催炎菌 ニ就テハ古來多數ノ先輩ニヨ

ツテ研究セラレシニ拘ラズ,未 ダ決定的結末ニ達セ

ズ.

普通蟲樣突起炎及ビコレニ續發スル腹膜炎ニ於テ

見ラルル細菌ハ大腸菌,雙 球菌及ビ連鎖状球菌竝ニ

種々ル嫌氣性菌ニシテ,之 等ル細菌ハ單獨ニ證明セ

ラルル事即チMonoinfektionハ 殆 ド無ク,多 クハ混

合傳染ナレ ドモ,コ ノ場合ソノ混合傳染ニ於テ如何.

ナル細菌ガ病原トシテノ主體ヲナスモノナルヤニ就

テハ,學 者ノ意見 ノ甚ダ分ルル所ナ リトス.從 來ノ
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研 究 者 ハ大 多 數 ハ 嫌 氣 性菌 ヲ重 要視 セ ズ シテ,大 腸

菌,雙 球 菌,連 鎖 状 球 菌 等 ヲ以 テ主 要 ナル催 炎菌 ナ

リ トセ シモ,現 今 ノ趨 勢 ヨ リ見 レバ 嫌 氣 性菌 ヲ全 ク

顧 ミズ シテ ナ サ レ タ ル研 究 ハ,之 ヲ顧 ミル價 値 ナ キ

モ ノ トサ ヘ セ ラ ル ル ニ至 レ リ.嫌 氣性 菌 ノ意 義 ヲ全

タ認 メザ ル 業績 ハ姑 ク コ レヲ オ キ,今 茲 ニ嫌 氣 性菌

ヲ顧 慮 シテ ナ サ レ タル モ ノ ニ就 テ 文 獻 ヲ渉 獵 ス レバ

古 クハyeillon u. Zuber(1898)ハ22例 ノ蟲 樣 突 起

炎 ニ於 テ19例 ニ於 テ ハ連 鎖 状 球 菌 ト大腸 菌 ト ノ混

合 ノ中 ニ嫌 氣性 菌 ヲ證 明 セ リ.

Welch自 身 モ蟲 樣 突 起 炎 膿 瘍 ノ中 ニ2囘Gasbacil

lenヲ 證 明 セ リ.

Runebergハ 獨特 ノ嫌 氣 性 菌 ヲ證 明 シ,蟲 樣突 起 炎

ニ際 シ デ常 ニ コレ ヲ見 出 ス コ トヲ得 タ リ ト云 フ,ソ

ノ作 用ハ 蛋 白質 ヲ破壞 シテ 徐 々 ニ「トキ シ ン」ヲ作 ル

モ ノナ リ ト云 ヘ リ.

Murphyハ 腹 膜 炎 ノ統 計 ニ於 テ,多 ク ノ場 合 大 腸

菌 トGasbacillenト ハ同 時 ニ存 スル モ ノナ リ ト報 告

セ リ.

Ghon u. Sachsハ 急 性 腹 膜 炎 ノ滲出 液 ノ中 ニWelch-

Fraenkel氏 菌 ヲ屡 々證 明 セ リ.而 シテ 同 時 ニ多 ク ノ

細 菌 ヲ見 出 セ シモ,多 クノ場 合 量 ニ於 テ ハ他 ノ細 菌

ニ比 シテ遙 ニ有 勢 ナ リキ.

Heileハ20例 ノ腹 膜 炎 ヨ リ得 タル材 料 中 ヨ リ嫌 氣

性 菌 ヲ2囘 證明 セ リ.後 彼 ハ 又22例 中20例 ニ於 テ

Sporenbildende Bazillenヲ 見,コ レヲBuc. mesen

tericus vulgarisニ 屬 セ シム ベ キモ ノナ リ ト主 張 セ

リ.

Heydeハ102例 ニ就 キテ詳 細 ナ ル研 究 ヲ ナ シ,

嫌 氣性 菌 ノ意 義 ア ル コ トヲ高 唱セ リ.即 チ彼 ハBac

 perfringens=Welch-Fraenkel氏 菌 ヲ壞 疽 性 蟲 樣 突

起 炎 ニ於 テハ14%,穿 孔性 腹 膜 炎 ニ於 テ ハ24%ニ

證 明 シ,而 シテRerfringens gruppeノ 細 菌 ハ 他 ノ多

ク ノ細 菌 ヲ壓 倒 シ,臨 牀 上 ニハ 白 血球 増 多 ヲ示 サズ,

即 チ白 血 球 乏 シ ク シテ出 血性 ノ滲 出 液 ハ 毒 力 最 モ強

キ傳染ナル事ヲ物語ルモノナ リト.又 嫌氣性菌ハ好

氣性菌ヨリモ速 カニ腹腔内ニ進出スルモノナリトセ

リ.

Bruttハ 大腸 菌 ト同 時 ニ嫌 氣 性 連鎖 状球 菌 ヲ殆 ド

常 ニ證 明 シ,殊 ニ破 壞 性 壞 疽 性 ノ穿 孔 ヲ起 セ ル蟲 樣

突 起 炎 ニ 於 テ,コ ノ嫌 氣 性 連鎖 状 球菌 ハ 大腸 菌 ト共

ニ甚 ダ強 力 ナ ル毒 性 ヲ有 スル モ ノナ リ トセ リ.

然 ル ニWeinbergハ160例 中anaerober Strepto

kokkus putridusハ 僅 ニ3例 ニ於 テ之 ヲ證 明 セ シ ニ

過 ギズ. Lohrモ 亦50例 中1度 モ コ レヲ見 ザ リキ.

ヨ ツテ兩 者何 レモ嫌 氣 性連 鎖 状球 菌 説 ヲ否 定 セ リ.

Weinbergノ160例 ノ蟲 樣 突 起 炎 ニ就 テ ノ成 績 ニ

依 レ バ,混 合 傳 染 ト シテ 最 モ屡 々見 ラ レタル ハ大 腸

菌 トBac. perfringensト ノ ソレ ニ シテ, 160例 中51

例即 チ30%ニ 於 テ 之 ヲ認 メ タ リ.コ レニ次 デ 大腸 菌

トEnterokokkenト ノ混合 傳 染 多 ク, 41例 即 チ25%

ニ相 當 ス.

Russe Grigoroffハ18例 ノ正常 ナル 蟲 樣 突起 ト30

例 ハ蟲 樣 突 起 炎 ニ就 キテ 檢 セ シニ,兩 者 ニ於 テ 略

ボ同 ジ頻 度 ニ於 テ 嫌 氣 性 菌 ト好 氣 性 菌 トヲ見 出 セ

リ.而 シテ30例 ノ蟲 樣 突 起炎 昌於 テ ハ9囘Welch-

Fraenkel氏 菌 ヲ證 明 シ得 タ リ ト云 ヘ リ.

Jenningsハ 蟲 樣 突 起 炎 膿 瘍 中 ニハ 常 ニ, Welch-

Fraenkel氏 薗 ヲ發 見 セ リ,而 シテ 同 菌 ハ必 ズ シモ瓦

斯 形 式 ヲ呈 スル モ ノニ非 ズ ト云 へ リ.又 彼 ハ 手 術 ニ

ヨ リテ 得 タル 蟲 樣突 起 ノ内 容 中 ニ90%ノ 高 率 ニ於

テWelch-Fraenkel氏 菌 ヲ證 明 セ リ.尚 ホ未 ダ穿 孔 セ

ザ ル蟲 樣 突 起 炎 ノ7例 ニ於 テ 既 ニ ソノ腸 壁 ノ中 ニ同

菌 ヲ證 明 セ リ.又 屡 々腹 腔 内滲 出 液 中 ニモ之 ヲ見 タ

リ ト云 フ.

Lohrハ 嫌 氣 性 菌 ノイ ヅ レガ蟲 樣 突 起 炎 ニ於 テ,

最 モ強 キ毒 力 ヲ示 スモ ノナ ルヤ ニ就 テ研 究 セ リ.即

チ彼 ハ ソノ毒 力作 用 ニ ヨ ツテ 起 ル 組織 學 的變 化 ヨ リ

シテFraenkel's Gasbacillus, Novy's Bacillus des

malignen Odems及 ビPararauschbrandbacillusヲ
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最モ怖ルベキモノナリトセリ.彼 ハ又腹膜炎ニ際 シ

テ好氣性菌ニヨツテ起 ル滲出液ハ嫌氣性菌ノ發育ニ

最モ適 シタル環境ヲ與フルモノナリト云ヘリ.

Eichhoff u. Pfannenstielハ39例 ノ急性蟲樣突起

炎, 36例 ノ慢性蟲樣突起炎及ビ6例 ノ正常ナル蟲樣

突起ニツイテ細菌學的檢査ヲ行ヒ,大 腸菌,「エンテ

ロコツケン」及ビWelch-Fraenkel氏 菌 ヲ以テ主要

ナルモノトセ リ.而 シテ急性期ニアリテハ73%ニ

Welch-Fraenkel氏 菌 ヲ證明セ リ.又彼ハ上記 ノ細菌

ヲ家兎 ノ狹窄ヲ起サシメタル蟲樣突起内ニ注射 シテ

人工的ニ蟲樣突起炎ヲ起サシメシガ, Welch-Fraenkel

氏菌 ヲ以テシタル場合ニハ常ニ死ニ至ラシムル重症

ナル蟲樣突起炎ヲ起サシムルヲ得タリト云 フ.

本邦ニ於テ嫌氣性菌 ヲ顧慮シテ檢索セラレタルハ

僅ニ有光,關 口,廣瀨,吉 田氏等アルニ過ギズ.

有光氏ハ32例 ノ腹膜炎及ビ蟲樣突起周圍膿瘍ニ

就テ檢セシガ,大 腸菌21例(純 粹培養12例),葡 萄

状球菌13例(純 粹培養5例),連 鎖状球菌2例(純 粹

培養2例),雙 球菌2例(純 粹培養1例),無 菌3例,

嫌 氣性培養5例,中3例 陽性(純 粹培養1例)ナ リキ.

關 口氏ハ急性蟲樣突起炎12例,間 歇期手術32例

及 ビ限局性若クハ汎發性腹膜炎ヲ起セルモノ19例,

對照 トシテ正常蟲樣突起3例 ニ就テノ成績ニヨレバ

早期手術ヲ行ヘル症例ニ就テハ多種類 ノ嫌氣性細菌

ヲ檢出シ,加 之好氣性細菌ヲ全ク檢出 シ得ザ リシ場

合 ト雖モ嫌氣性菌ハ常ニ存在セルヲ證 シ,而 モ1種

ノミノ事ハナシト云ヘ リ,又 纎維素性沈着物及ビ漿

液性滲出液ヲ檢シ,往 々無菌 ノ場合アリタレ ドモ,概

シテ好氣性菌ヨリモ嫌氣性菌ヲ證明スル事多シト.

又蟲樣突起内容 ト腹膜炎ニ於ケル腹腔内膿汁トヲ比

較セルニ細菌ノ種別相等シキ事アルモ,屡 々後者ニ

於テ,細 菌ノ種類減少 シ,特 ニ好氣性菌ノ消滅セル

コトアルヲ見 タリ.要 スルニ大腸菌ハ屡々發見セラ

ルルモ,ソ ノ病原的價値ニ關シテハ疑アルヲ述べ,

腹腔内ニハ寧 ロ嫌氣性綱菌ガ先 ンジテ侵入スル傾向

ア ル ヲ以 テ,後 者 ヲ重要 視 ス ベ キ事 ヲ述 ベ タ リ.

杉 村外 科廣瀨 氏 ハ早 期 手 術 例58例,穿 孔 性 腹膜 炎

ヲ併 發 セ ル78例,間 歇 期 手術 例284例 ニ就 キテ細 菌

學 的 檢 査 ヲ行 ヒ シガ, 251例 ニ於 テ ハ 一 種 類 ノ細 菌

ヲ, 49例 ニ於 テ ハ2種 類, 8例 ニ ア リテ ハ3種 類 ノ

細 菌 ヲ證 明 シ,他 ノ112例 ハ無 菌 ナ リキ.純 粹 培 養 ヲ

ナ セ ル251例 ノ大 部 即 チ84.5%(急 性 期 及 ビ慢 性 期

ヲ通 ジテ)ニ 於 テ定 型 的 或 ハ 異 型 ノ大腸 菌 ヲ見,コ

レ ニ次 デ 多 數 ナ リシ ハ連 鎖 状球 菌 族 ニシテ8.36%,

ソノ他Bac. faecalis aikaligenes(4例), Proteusba

zillen(3例), Pyocyaneusbacillen(2例), Staphylo

kokken(1例)等 ヲ認 メ タ リ.斯 クシテ 大 腸菌 ハ蟲 樣

突 起 炎 ノ催 炎 菌 ノ主要 ナ ル モ ノナ リ ト結 論 セ リ.即

チ同 氏ハ 嫌 氣性 菌 ニ對 シテ特 別 ノ培 養 裝 作 ヲ行ハ ザ

リシ爲 カWelch-Fraenkel氏 菌 ハ全 ク之 ヲ見 ル ヲ得

ザ リキ.

吉 田氏 ハ急 性期18例,間 歇期42例 ニ就 キ テ系 統

的 ニ細 菌 ノ分 離 培 養 ヲ試 ミ,嫌 氣 性 菌 ハ コ レヲ19種

類 ニ類 別 セ リ.ソ ノ檢 出 頻 度 ハBac. tetoides(6株), 

Bac. ramosus(5株), Bac. ramosoides(5株), Bac.

 Welchii(5株), Bac. aerofecidus(4株)ニ シテ,他

ハ何 レモ僅 ニ1-3株 ナ リキ.而 シテ嫌 氣性 菌 ハ 蟲樣

突 起 炎 ノ主要 ナ ル催 炎 菌 トハ 認 メ難 シ ト述 ベ シガ,

臨 牀 上嫌 氣 性菌 ノ混 合 染 症 例 ハ細 菌學 上出 現 嫌 氣

性菌 ガ毒 性 ヲ有 ス ル ト否 トニ拘 ラズ,何 レ モ重症 症

状 ヲ招 來 ス ルモ ノ ニ シテ,嫌 氣性 菌 ハ 催 炎菌 トシテ

主 要 ナル 役 目 ヲ演 ゼ ズ ト強 モ,該 菌 ハ蟲 樣突 起 内或

ハ 腹 腔 内 ニテ 大 腸 菌 或 ハ連 鎖 状 球 菌 トノ共棲 ニ ヨ

リ,ソ ノ發 育要 約 ニ適 合 シ,發 育 旺 盛 トナ ル ニ及 ン

デ腐 敗 醗 酵 作用 或 ハ瓦 斯.毒 素 ヲ生産 シ細菌 自體 ノ

病 源 性 ヨ リモ寧 ロ炎 症 ノ機 械 的傳 播 ニ與 ツテ 意 義 ア

ル モ ノ トセ リ.

Aschoffハ 最 近"Der appendizitische Anfall"ナ

ル一 書 ヲ著 シ,急 性蟲 樣 突 起 炎 ノ細 菌 學 的檢 査 成 績

ヲ報 告 セ リ.彼 ニ從 ヘバ發 病 後 少 ク トモ48時 間 ヲ經
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過 セ ル蟲 樣 突 起 壁 ハ 既 ニ化 膿 性 浸 潤 ヲ起 ス カ或 ハ壞

死 ニ陷 リ,該 部 ニ ハ殘 存 糞 便 又 ハ糞 石 ヨ リ ノ諸 種 ノ

細 菌 ヲ モ證 明 ス ルガ 故 ニ第 一 次的 炎 衝 ニ與 ル催 炎菌

ノ檢査 ハ未 ダ カ カ ルKotfloraヨ リ ノ傳 染 ヲ受 ケザ ル

早 期 ニ於 テ ノ ミ意 義 ア ル モ ノナ リ トセ リ.故 ニ彼 ハ

發 病後 少 ク ト モ34時 間 以 内 ニ手 術 セ ル症 例 ニ就 キ テ

コレ ヨ リ得 タル塗 沫 標 本 及 ビ 切片 ヲ檢 セ シガ,通 常

Gasodembazillenヲ 多 量 ニ含 ム ト云 ハ ル ルKotflora

ハ36例 中僅 ニ2例(4%)ニ 於 テ 證 明 セ シ ニ過 ザ リキ.

コ レニ反 シテ最 モ屡 々證 明 セ ラレ シハDarmstrepto

kokken(70%)及 ビ肺 炎 菌(17%)ニ シテ,コ ノ兩 者

ヲ以 テ 主 要 ナ ル催 炎 菌 トセ リ.而 シテ 大 腸 菌,「 グ ラ

ム」 陽 性 彎曲 セ ル桿 菌(培 養 上 ソ ノ本 態 ハ不 明 ナ ル

モDiphtheriebacillenニ 非 ズ),及 ビ「グ ラム」陰性 ノ

「イ ン フルエ ンザ」菌 樣 ノ桿 菌(分 離培 養 不能)ヲ 以

テMiterregerト セ リ.斯 ク シテAschoffハWeinberg, 

Lohr, Rassfeld等 ノ所 謂 嫌 氣 性Kotfloraガ 蟲 樣突 起

炎 ノ眞 ノ催 炎 菌 ナ リトス ル學 説 ハ 根 據 ナ キ モ ノナ リ

ト云 ヘ リ.

第2項　 研究 ノ方針,方 法及 ビ研究材料

既ニ前項ニ述ベタルガ如ク蟲樣突起炎ノ細菌學的

檢索ヲ行 ヒシ業績ハ洋 ノ東西ヲ問ハズ甚ダ多數ニシ

テ枚擧ニ遑ナキモノアレドモ,甚 ダ遺憾ナル事ハソ

ノ大部ガ全ク嫌氣性菌 ニ觸レザルモノ多ク,又 嫌氣

性菌ヲ顧慮シテナサレタル業績ニアリテモ培養上不

成功ニ終 リシモノモ尠 シトセズ.或 ハ從 ニ多數 ノ嫌

氣性菌ヲ列擧分類セシモ,結 局 ソノ何レガ催炎菌 ト

シテ主要ナル意義 ヲ有スルモノナルヤニ就テハ見ル

ベキ所ナキモノアリ.

然 レドモ今日嫌氣性菌ノ意義ヲ主張スル學者ノ殆

ド總テガ最モ重大視スルハWelch-Fraenkel氏 菌ナ

リトス.依 ツテ吾人ハ該菌ノ檢索ヲ主 トナシ,他 ノ

好氣性菌 ノソレヲ從 トシテ研究セ リ.

吾人ハ一昨年來嫌氣性菌ノ腸管蠕動運動ニ及 ボス

影響ヲ檢セン事ヲ命ゼラレ,諸 種ノ分離培養方法ヲ

試 ミシガ,ソ ノ間屡々種々ナル困難 ト不便トヲ感ゼ

シガ,就 中常ニ嫌氣性 ニ大腸菌ガ旺盛ニ發育 シテ他

ノ嫌氣性菌 ヲ被覆スル事ナリキ.偶 々最近北里研究

所 ノMark Shoetensack氏 ノ唱導セル簡便分離培養

法ヲ適用シテ以來,甚 ダ簡易ニ而モ確實ニWelch-

Fraenkel氏 菌ノ分離培養ヲナスヲ得ルニ至 レリ.

即 チコノ方法ハWelch-Fraenkel氏 菌 ノ有スル強

キ糖分解性ヲ利用セルモノニシテ.本 菌 ノ有スル強

キ乳糖分解作用ニヨリテ他 ノ嫌氣性菌 ト明カニ區別

スルヲ得 タリ.

方 法トシテハ遠藤氏乳糖加亞硫酸「フクシン」寒天

培養基 ト小「シヤーレ」ヲ準備 シ,先 ヅ遠藤氏培地ヲ

入 レタル試驗管2本 ヲ煮沸重湯煎内ニ置キ次ニ檢査

材料ヲ「ブイヨン」ニ混ジ暫時放置ス.然 ル後 ソノ上

層 ノ液ヲ「ビペツト」ニテ0.5-1.0ccト リテ前記高

熱 ノマ マ1本 ノ遠藤 氏 培地 ニ混和 ス.カ ク ス レバ

普通 ノ無 芽 胞 性菌 ハ高 熱 ノ爲 メ全 部 死 滅 ス.コ レ ヲ

「シヤ ー レ」ニ注 入 シ.次 ニ他 ノ1本 ノ培 地 モ 此 ノ上

ニ加 増 シテ 培 地 ノ深 サ約1.0cmト ナ ス.放 置 冷 却後

血温 孵卵 器 ニ納 ム ル時 ハWelch-Fraenkel氏 菌 ハ20

時間 以 内 ニ直 徑1.0mm内 外 ノ濃 赤 色 ニシテ 圓 形,

時 ニ紡 錘 形 ノ聚 落 ヲ作 ル(第1圖 及 ビ第2圖 參 照).

時 ニ瓦 斯 泡 又 ハ 瓦斯 龜裂 ヲ伴 フ事 ア リ.之 ヲ 弱擴 大

ニテ 檢 ス ル ニ,周 縁 ハ 不 正 ノ モ ノ ト不 正 ナ ラザ ル モ

ノ トア リ(尚 ホ1例 ニ於 テ ハ淡 紅 色 ニ シテWelch-

Fraenkel氏 菌 ノ聚 落 ニ比 ス レバ 遙 ニ小 ナ ル聚 落 ヲ培

養 後30時 間 ニ於 テ證 明 セ シ事 ア リ シガ,コ レヲ檢 セ

シ ニEnterokokkusナ リキ).

吾人 ハ コ ノ方 法 ニ ヨ リテWelch-Fraenkel氏 菌 ヲ

比 較 的確 實 ニ分 離 培 養 ス ル ヲ得 ル ニ至 リシヲ以 テ,

昨 年 來當 教 室 ニ於 テ手 術 セ ル58例 ノ急 性 及 ビ慢 性
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第1圖　 「ウェル シュフ レンケル」氏菌

第2圖　 Mark Shoetensack氏 法 ニ ヨル 「ウェルシュフ レンケル」氏菌培養 圖
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蟲樣突起炎ニ就キ,蟲 樣突起ノ内容及ビ腹腔内滲出

液ヲ細菌學的ニ檢索セリ.即 チ手術ニヨツテ得 タル

材料ヨリ先ヅ塗抹標本ヲ數枚作 リテ,「メチレンブラ

ウ」及 ビ 「グ ラム」染 色 ヲナ シ, Welch-Fraenkel氏 菌

或 ハ コ レニ類 似 ス ル モ ノヲ認 メ シ時 ハ直 チ ニMark

 Shoetensack氏 法 ニ依ツテコレヲ分離培養セリ.尚

ホ好氣性菌ニ就テモソノ存在ヲ更ニ確實ニ證明セン

ガ爲ニ塗抹標本製作 ト同時ニ必ズコレヲ肉汁及ビ寒

天培養ニ附シ, 24時 間 ヲ經テ再ビコレヨリ塗抹標本

ヲ作リテコレヲ檢査セ リ.

第3項　 實驗成績 ト成績總括

前項ニ述ベタル檢査方法ニヨリテ得タル成績ヲ急

性期 ト間歇期 トニ分チテ,簡 單ニ之ヲ表示セパ,第

1表 及ビ第2表 ニ示 スガ如 シ.急 性期 ノ内ニハ蟲樣

突起炎膿瘍,汎 發性或ハ限局性腹膜炎竝ニ早期手術

ヲ行ヒシモノヲ擧ゲ,慢 性期 ハ即チ間歇期手術 ニヨ

ツ テ 得 タル モ ノ ノ成 績 ヲ示 ス.

尚 ホK(Kot), I.(Inhalt), E.(Eiter)ハ ソ レ ゾ

レ檢査ニ用ヒシ材料即チ糞石(Kot),蟲 樣突起内容

(Inhalt),膿 汁(Eiter)或 ハ腹腔内滲出液ヲ意味ス

ル モ ノ ナ リ.

D=Diplokokken S.=Streptokokkenニ シテ 吾

人 ハ便 宜 上 コ ノ兩 者 ヲ1項 ニ 合 セ テ表 示 セ シ ガ,コ

ノ兩 菌 ニ 就 テ ハ後 日當 教 室 ヨ リ詳 細 ニ報 告 ス ベ シ.

第1表　 急性期ニ於ケル細菌學的檢査成績

注意:( G. P. S.=「 グ ラ ム」陽 性 繊 弱 ニ シテ 稍 々彎 曲 セ ル桿 菌. D.=雙 球 菌.
 S.=連 鎖状球菌ヲ表ス. E.=濃 汁. I.=蟲 樣突起内容 )
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第2表　 間歇期ニ於ケル細菌學的檢査成績
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(1)個 々細菌ニ就テノ檢出率

第1表 及ビ第2表 ニ示 ス實驗成績ヲ個々細菌ノ檢

出セラルル頻度ニ就キテコレヲ總括スレバ第3表 ノ

如 シ.

然 ルニ細菌檢出ニ當 ツテ往々塗抹標本ニ於テ證明

セラレンニ拘ラズ,肉 汁培養ニ於テ證明セラレザル

事アリ.又 極メテ稀ニハ塗抹標本ニ於テ證明セラレ

ザ リシ細菌ガ,肉 汁培養 ニ於テ見ラルル事無シトセ

ズ.而 シテ塗抹標本竝ニ肉汁培養兩者ニ於テ之ヲ證

明セシ場合ハ該菌 ノ存在ハ確實ナリト云フヲ得ベシ

然 レドモ肉汁培養ニ見ルヲ得ザルガ故ニ塗抹標本ニ
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於 ケル所見ヲ否定スル事,又 コレト反對ニ肉 汁培養

ニ於テ證明セラレシモ,塗 抹標本ニ證明セラレザル

ガ故ニ該菌 ノ存在ヲ全ク否定スル事ハ何 レモ誤 レル

モノト云ハザル可カラズ.ム シロ病竈ヨリ直接得タ

ル塗抹標本コソ眞 ニ局所ニ存在セシ細菌ヲ物語ルモ

ノニシテ,肉 汁培養或ハ分離培養ニヨル成績ハ該細

菌 ノ存在ヲ一層確實ナラシメ,或 ハソノ成績ヲ補正

スルモノナリト考フルヲ至當 トス.

故 ニ吾人ハ塗抹標本及ビ培養 ノ何レカノー ツニ於

テ證明セバ,該 菌ハ存在スルモノトセ リ.

即 チ急性期28例 ニ於テハ大腸菌96%(27例),雙

球(連 鎖状球)菌96%(27例), Welch-Fraenkel氏 菌

50%(14)例,「 グラム」陽性纎弱ニシテ稍 々彎由セル

桿歯46%(13例),葡 萄状球菌11%(3例),間 歇期

ニアリテハ大腸菌76%(23例),雙 球(連 鎖状球)菌

76%(23例), Welch-Fraenkel氏 菌46%(14例),「 グ

ラム」陽性纎弱ニシテ稍々彎曲セル桿菌20%(6例),

葡萄状球菌6%(2例)ヲ 證明セ リ.

即 チ最モ屡々證明セラレタルハ大腸菌 ト雙球(連

鎖状球)菌 ニシテ, Welch-Fraenkel氏 菌 ハコレニ次

デ高率ニ證明スルヲ得 タリ.而 シテ急性期及ビ間歇

期ニ於ケル個々細菌檢出率ラ比較スルニ,各 細菌ヲ

通 ジテソノ檢出率ハ急性期ニ於テ高率ヲ示シ,一 般

ニ慢性期ニ於ケルヨリモ細菌 ヲ豐富 ニ證明セリ.

第3表　 個々細菌 ニ就テノ檢出率

注意:(
塗抹標本及ビ培養ノ何 レカノ一 ツニ於テ證
明 セバ,コ レヲ1例 ト シテ 合計 ニ加 算 セ リ.)

(2)細 菌 配 合 率

次ニ細菌ノ配合率ニ就テコレヲ總括 スレバ第4表

ニ示 スガ如 シ.

即 チ急性期ニアリテハ無菌ナ リシ事ハ塗抹標本ニ

於テ僅 ニ1例 ア リシノミ,而 モソノ肉汁培養ニ於テ

ハ大腸菌 ヲ證明セ リ.大 腸菌或ハ雙球(連鎖状球)菌

ヲ單獨ニ證明セシ事ハ塗抹標本ニ於テ雙球(連 鎖状

球)菌 ヲ2例,肉 汁培養ニ於テ大腸菌及ビ雙球(連 鎖

状球)菌 ヲ各々3例 ヲ見シニ過ギズ.ソ ノ多 クハ2

種 類以上ノ細菌ヲ同時ニ證明セ リ.

即 チ大腸菌竝ニ雙球(連鎖 状球)菌 トWelch-Fraen

kel氏 菌 ヲ同時ニ證明セシ例ハ最モ多ク平均44.5%

ニ達 セ リ.大 腸菌 ト雙球(連 鎖状球)菌 トノ混合傳染

ハ之ニ次デ多ク平均35 .5%ナ リキ.

慢 性期ニア リテハ無菌ナリシ事比較的多ク塗抹標

本ニテハ7例,肉 汁培養ニ於テハ5例,平 均19.5%

ニ達 ス.而 シテ蟲樣突起ガ水腫(Hydrops)ヲ 形成シ,

無色透明ナル粘液 ヲソノ内容 トスル場合ニ於テハ多

クハ無菌ナ リキ.最 モ高率ヲ示セシハ大腸菌 ト雙球
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(連鎖 状球)菌 竝ニWelch-Fraenkel氏 菌 ヲ含ム配合

ニンテ平均34.5%(塗 抹標本ニ於テハ36%,肉 汁培

養ニアリテハ33%),大 腸菌 ト雙球(連 鎖 状球)菌

トノ配合ハ28%(塗 抹標本30%,肉 汁培養26%)ニ

シテ第2位 ヲ占メ,雙 球(連 鎖状球)菌 トWelch-

Fraenkel氏 菌 トノ配合ハ僅 ニ塗抹標本ニ於テ1例

ヲ見シニ過ギザ リキ.次 ニ間歇期ト急性期 トニ於ケ

ル細菌配合ノ成績ヲ比較スルニ,無 菌ナリシ事ハ急

性期ニ於テハ平均僅ニ1.7%ナ ルニ比シ,慢 性期ニ

アリテハ平均19.5%ノ 高率ヲ示セ リ.

急 性及ビ慢性ノ兩期ヲ通ジテ最モ屡々證明セラレ

シハ 大腸 菌,雙 球(連 鎖 状球)菌, Welch-Fraenkel氏

菌ノ3者 ヨリナル配合ニシテ,大腸菌ト雙球(連 鎖状

球)菌 ト ノ配 合 ハ之 ニ次 デ 多數 ニ證 明 セ ラ レ タ リ.

コレヲWelch-Fraenkel氏 菌 ニ就テ云ヘバ該菌ガ

單獨ニ證明セラレシ事ハ皆無ニシテ,殆 ド常ニ大腸

菌竝ニ雙球(連 鎖状球)菌 ヲ伴フモノナル事ヲ知 レ

リ.

第4表　 細 菌 配 合 率

而シテWelch-Fraenkel氏 菌 ガ斯 クモ高率ニ檢出

セラレタルハ甚ダ注意ニ價スルモノナリト信ズ.尚

ホ吾人ハ塗抹標本ニ於テ該菌ノ存在ヲ疑ヒウル症例

ノ ミニ於 テ分 離 培 養 ヲ試 ミシモ ノ ナレ ドモ,若 シ常

ニ コ レ ヲ試 ミタ ラ ン ニハ,該 菌 ノ檢 出率 ハ更 ニ高 率

ヲ示 シ タ ルヤ モ計 リ難 シ.

(3)發 病 後 ノ經過時間 トWelch-Fraenkel氏 菌 證明頻度 トノ關係

發病後手術迄ノ經過時間トWelch-Fraenkel氏 菌

證明頻度 トノ關係ヲ早期手術10例,中 間期手術11

例(内9例 ハ穿孔性腹膜炎ヲ併發セリ),及 ビ蟲樣突

起炎膿瘍7例 ニ就キテ總括考案スルニ,第5表 ニ見

ルガ如 シ.

(1)早 期手術ニ於テハ10例 中5例 ニ於テWelch-

Fraenkel氏 菌 ヲ證明セ リ.而 シテ10例 中3例 ニア

リテ ハ既ニ蟲樣突起ニ穿孔ヲ證明シ,ソ ノ周圍ニ膿

瘍 ヲ形成シ或ハ腹腔内ニ滲出液ヲ證明セ リ. Welch-

Fraenkel氏 菌 ヲ證明セル5例 中ノ2例 ハ發病後僅 ニ

12時 間 ヲ出デザルモノナリキ.

(2)次 ニ中間期手術 ヲ行ヘル11例 中9例 ハ何 レ

モ腹膜炎ヲ惹起セルモノニシテ,多 クハ腹腔内ニ多

量 ノ滲出液或ハ膿汁ヲ有 シ, 2例 ハ穿孔ハ證明セザ
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第5表　 發病後 ノ經過時間トWelch-Fraenkel氏 菌證明頻度

レドモ何 レモソノ周圍ニ小サキ膿瘍ヲ形成セルヲ見

タリ.コ ノ2例 ニ於テハ蟲樣突起内容ヲ檢セシガ,

他 ハ總テ腹腔内滲出液ヲ以テ檢査材料 トセ リ.吾 ハ

上記11例 ニ於テ5例(45%)ニWelch-Fraenkel氏

菌 ヲ證明セリ.而 シテ腹腔内滲出液或ハ膿汁 ノ多ク

ハ惡臭 ヲ放テリ. Runeberg, Heyde兩 氏ハ嫌氣性菌

ヲ含 ム時 ハ 必 ズ惡 臭 ヲ有 ス ル モ ノナ リ ト述 ベ ンガ,

 Welch-Fraenkel氏 菌 ヲ證 明 セザ ル モ ノニ 於 テ モ 惡

臭 ヲ放 ツ モ ノ少 カ ラザ リキ.即 チ滲 出 液 ノ惡 臭 ハ必

ズ シ モWelch-Fraenkel氏 菌 ノ存 在 ヲ裏 書 ス ル モ ノ

ナ ラ ズ ト云 フヲ得 ベ シ.

(3)蟲 樣 突 起 炎 膿 瘍7例 ニ於 テ ハ,ソ ノ中4例
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(57%)ニ 於テ該菌ヲ證明スルヲ得 タリ.カ クシテ見

レバWelch-Fraenkel氏 菌 ハ急 性蟲 樣 突 起 炎,コ レ

ニ續發スル急性腹膜炎竝ニ蟲樣突起炎膿瘍 ル孰 レニ

於テモ高率 ニ於テ證明セラルルモルニシテ甚ダ重要

視 ス ベキ モ ルナ リ ト云 フ ヲ得 べ シ.

(4) Welch-Fraenkel氏 菌 ノ毒力檢査

尚 ホ吾人 ハWelch-Fraenkel氏 菌 ノ分 離 培 養 ヲ試

ミ タル 上,純 粹 培 養 ヲ得 タル 時 ハ コ レ ヲ更 ニ 「パ ラ

フイ ン」 ヲ重層 セ ル肝 臟 白 堊 肉 汁 ニ培養 シ,ソ ノ24

時 間培 養 液 ヲ0.1, 0.3, 0.5cc宛3匹 ノ「マ ウ ス」ノ皮

下 ニ ソレ ゾ レ注 射 シ,ソ ノ毒 力 ノ有 無 ヲ檢 セ シ ガ,

有 毒 ナ ル場 合 ニハ 「マ ウ ス」 ハ 何 レ モ暗 紫 色 トナ リ

テ,早 キハ數時間以内,遲 クトモ12-20時 間以内ニ

特有ノ症状ヲ以テ斃ルルヲ常 トセリ.

毒 力檢査ノ成績ハ第6表 ニ示スガ如ク,間 歇 期手

術ニヨツテ タル菌株ニア リテハ90%,急 性期ニア

リテハ60%ニ 於テ強力ナル毒性ヲ證明セリ.

第6表　 ウェルシュフレンケル氏菌毒力檢査成績

(5) Weloh-Fraehkel氏 菌 ト死亡率 トノ關係

吾人ガ檢索セル症例中,術 前ヨリ既ニ甚ダ重症ニ

シテ,急 激ナル經過ヲ示シテ死亡セシ5例 ニ就キ

テ.ソ ノ細菌學的檢査ル成績ヲ考察スルニ第7表 ニ

示 ス ガ如 ク, 5例 中3例 迄 ハ何 レモ毒 力甚 ダ強 キ

Welch-Frnenkel氏 菌 ヲ證 明 セ リ.
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第7表　 死 亡率 トWelch-Fraenkel氏 菌 トノ關係

斯クシテWench-Fraenkel氏 菌ハ ソノ毒性ニ於テ

大腸菌,連 鎖状球菌等 ニ比 シテ甚ダ強力ナル事 ト併

セ考フレバ,今 ヤ該菌ヲシテ蟲樣突起炎ニ於ケル催

炎菌ノ圏外ニ立タシムルハ不可能ナルノミナラズ,

寧 ロ重要ナル意義 ヲ有スルモノト見ルヲ妥當 ト信

ズ.

尚ホ吾人ハAschcffガ 記載セシガ如キ「グラム」陽

性 ノ纎弱ニシテ稍々彎曲セル桿菌ヲ急性期ニ於テハ

46%(13例),慢 性期ニア リテハ20%(6例)ニ 於テ

證明セシモ,コ レガ分離培養及ビソル性状檢査ヲ試

ミザリシヲ以テ,ソ ノ意義ニ就テハ何等云フヲ得ザ

ルモ,該 菌ガ急性期ニ於テ慢性期ニ比スレバ遙ニ高

率ニ於テ證明セラレシ事及ビ死亡例5例 中9例 ニ於

テコレヲ見 シ事ヨリシテ今後研究ニ値スルモノナリ

ト思惟ス.

(6) Welch-Fraenkel氏 菌 ト一般臨牀的所 見 トノ關係

E. Jenningsハ 汎發性腹膜炎ニ於テソノ腹腔内滲

出液ヲ檢シ若シソノ中ニ嫌氣性菌(Welch-Fraenkel

氏菌)ガ 存在スル場合ニハ臨牀上多カレ少ナカレ特

徴アル症状ヲ示スモノナ リト云ヘリ.即 チ體温ハ脉

搏頻度 ノ割合ヨリスレバ低體ニシテ,顔 色蒼白,瞳

孔ハ稍々擴大シ,コ レヲ屍體解剖ニ付スレバ腹腔内

滲出液ハ不潔ニシテ時ニ「コーヒ」樣ノ暗色ヲ呈スル

事アルモ又然ラザル場合モア リ.盲 腸部ノ後腹膜ニ

氣 腫 ヲ見 ル 事 ア リ,又 屡 々 コ レガ腹 膜 ル前 壁 ニモ 擴

ガ レル事 ア リ ト云 ヘ リ.

吾 人 モ コ ノ點 ニ留 意 シテ吾 人 ノ症 例 ヲ檢 セ シガ,

 Jenningsノ 云 ヘ ルガ如 キ 症 状 ヲ定 型 的 ニ 示 ス モ ノ

ヲ見 ル ヲ得 ザ リシガ症 例(急 性 期)9, 10, 11, 16, 22

ニ於 テハ 發 病 時 ヨ リ シテ體 温 イ ヅ レ モ低 ク シテ37℃

内外 ニ ト ドマ リ,而 モ 細 菌 學 的 檢 査 ニ於 テ ハ,皆

Welch-Fraenkel氏 菌 ヲ證 明 スル ヲ得 タ リ.

第3章　 Welch-Fraenkel氏 菌 ノ家兎剔 出腸 管運動 ニ及ボ ス影響

第1項　 2, 3好 氣性菌及 ビ腹腔内滲出液 ノ腸管運動ニ及ボス影響
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皷腸ハ急性腹膜炎 ニ於テ見ラルル重要ナル症状 ノ

ーツナ リ.而 シテソノ原因 トシテハ從來腸管ニ直接

作用スル細菌毒ガソノ原因 ノ重要ナルモノナリトセ

ラル.然 レドモ蟲樣突起炎ニ際シテ最モ屡々檢出セ

ラレ,多 クノ學者ニ依テ唯一ノ催炎菌ナ リ卜セラル

ル大腸菌ガ腸管運動ニ對シテ及ボス作用ヲMagnus

氏法 ニヨツテ實驗セシニ僅ニ微カナル麻痺作用ヲ有

スルニ過 ギズ(第8圖 參照)又 葡萄状球菌培養液ノ

如キハ,却 ツテ亢進的 ニ作用スルモノナ リト云ハル

(Lowen u. Dittler).唯 ダ獨 リ緑膿菌培養液ニアリ

テハ甚ダ強キ麻痺作用ヲ有ス(第3圖 參照).然 レド

モ蟲樣突起炎ニ際 シテ該菌ヲ證明スル事ハ極メテ稀

ナリ.故 ニ勿論催炎菌 トシテノ 意義ハ全 クナキモノ

トス.

次 ニ吾人ハ急性穿孔性腹膜炎ニ際 シテ得タル腹腔

内滲出液竝ニ膿汁ヨリノ培養液ニ就キテ,ソ ノ腸管

運動ニ及ボス影響ヲ檢セ リ.

緑膿菌肉汁培養液ヲ20%ニ 注入作用

セシメシニ緊張次第ニ降下シテ約5分

後ニハ全 ク蠕動運動停止ス.コ コニ於

テ38℃ ニ保温セル生理的食鹽水ニテ

洗滌スルニ運動次第ニ現 レシガ尚ホ至

ツテ微弱ナリ.次 ニ緑膿菌 「アンチヴ

イルス」 ヲ5%ニ 作用セシメシニ緊張

ハ急激ニ昂マ リ運動甚ダ旺盛 トナレリ.

第1例　 吉 ○ キ○ 子　 17歳　 7/VIII(1930)

3日 前 ヨ リ臍 部,續 イテ 廻盲 部 ニ強 烈 ナ ル疼 痛 ア

リ.發 熱38℃-40℃,嘔 吐 ア リ.初 發 ヨ リ45時 間 後

穿孔性腹膜炎ノ診斷ノ下ニ急救手術ヲ行ヒシガ,淡

黄色稀薄ナル膿汁100cc,大 網膜ハ水腫性 ニ強ク肥

厚シ,小 腸ハ強ク弛緩セ リ.

急性穿孔性腹膜炎患者ノ腹腔ヨリ得

タル滲出液(連 鎖状球菌,雙 球菌,大 腸

菌 ヲ含ム)ヲ 生理的食鹽水ニテ溶解シ

タル液ヲ10%ニ 注入セシガ緊張直チ

ニ下降セシモ,尚 ホ振子運動ヲ持續ス.
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蟲樣突起ハ腫脹充血ス.ソ ノ粘膜ハ暗緑色 トナリ

テ甚ダ菲薄ナリ.

塗抹標本:連 鎖状球菌,雙 球菌,大 腸菌,培 養:

同樣,嫌 氣性培養ニ於テハ「フレンケル」氏菌 ヲ認メ

ズ.

コノ膿汁ヲ生理的食鹽水ニテ溶解 シテ直 チニ家兎

剔出腸管ニ作用セシメタリ.

即チ10ccヲ 注入セシガ緊張急激ニ下向セリ.然

レドモ振子運動ハ依然 トシテ繼續セラレ振幅ハ僅ニ

縮小セシニ過ギザ リキ(第4圖 參照).

第2例 佐○彦○　 45歳　 5/X(1929)

6日 前 ヨリ下腹部ニ強烈ナル腹痛アリ.發 病當時

ヨリ引續キ發熱ナシ,爲 メニ某醫師ヨリ腸閉塞症 ノ

診斷ヲ受 ケ,當 教室ヲ訪フ,脉 搏頻數,呼 吸淺シ.

腹部多少膨隆,腹 壁ハ廣汎ニ亙 リテ強ク緊張 ス.臍

ノ右側ニハ壓痛アリ.直 チニ開腹セシニ盲腸ハ膨隆

シ,ソ ノ内側ニ於テ後腹壁ニ膿瘍腔 アリテ,惡 臭ヲ

放ツ膿汁ヲ小量出セリ.盲腸 ノTaenia liberaノ 終末

部ニ於テ穿孔セリ.

膿汁塗抹標本:大 腸菌,葡 萄状球菌,連 鎖状球菌,

「グラム」陽性雙球菌,「 ガスフレグモーネ」菌.

コ ノ膿汁ヲ20白 金耳ヲ100ccノ 肉 汁ニ加ヘテ24

時間孵卵器内ニ入レタルモノヲ家兎剔田腸管ニ作用

セシメシニ第5圖 ニ見ルガ如ク,

第5圖

穿孔性腹膜炎患者ノ腹腔ヨリ得タル膿汁

(大腸菌,葡 萄状球菌,連 鎖状球菌,雙 球菌,

「ガスフレグモーネ」菌ヲ含ム)ノ肉汁24時

間培養液ヲ10%ニ 作用マシム.振 子運動ハ

直チニ甚ダシク抑制 セラレ,緊 張モ亦著明

ニ下降ス.

10cc注 入セシニ直チニ急激ナル腸管麻痺ヲ呈セ

リ.之 ヲ第1例 ニ比スレバソノ程度 ノ甚ダ強烈ナル

事 ヲ知 レリ.然 レドモ遺憾ナガラ此際 「ガスフレグ

モーネ」菌 ノ純粹培養竝ニソノ毒力檢査ヲ行フヲ得

ザ リキ.故 ニコノ強烈ナル腸管麻痺作用ガ果シテ「ガ

ス レフ レ グモ ー ネ」 菌 ニ依 ル モ ノナ ル ヤ否 ヤ ハ斷 言

スル 得 ズ.茲 ニ於 テ 吾 人ハWelch-Frnenkel氏 菌

ノ腸 管運 動 ニ及 ボ ス影響 ヲ明 カ ニ セ ン トシテ本 實 驗

ヲ開 始 セ リ.

第2項　 Welch-Fraenkel氏 菌 ノ家 兎剔 出腸管運動 ニ及 ボス影響

實驗方法ハ大略Maguns氏 法 ニ從ヘ リ.詳 細ハ岡

山醫學會雜誌42年10號 ニ發表セシ拙著ヲ參照セラ

レタシ.

檢 査材料ハ孰 レモ當教室ニ於テ蟲樣突起炎手術ニ

ヨツ テ得 タ ルWelch-Fraenkel氏 菌 ノ純粹 培 養 ヲ使

用 セ リ.即 チMark Shoetensack氏 法 ニ依 ツテ分 離
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セル該菌ノ聚落ヲ肝臟白堊肉汁(「バラフイン」上層)

ニ移 シ, 24時 間38℃ ノ孵卵器 ニ培養セシモノヲ使

用セリ.コ レヨリ先,培 養液ナル肝臟白堊肉汁 ソノ

モノガ果シテ如何ナル影響ヲ與 フルモノナルヤヲ檢

セシ,第6圖 ニ見ルガ如ク, 6%ノ 割合ニコレヲ

注入 シテ作用セシムルモ,注 加後僅ニ一過性ノ抑制

作用ヲ示スノミニシテ,直 チニ振子運動ハ舊ニ復 シ,

輕度ノ緊張下降 ト振幅ノ増大ヲ見ル他,著 明ナル變

化ナキ事ヲ知 レリ.

第6圖

肝臟白堊肉汁ヲ6%ニ 作用 セシ

ム.注 加後一過性ノ抑制ヲ示スノ

ミニシテ,振 子運動ハ直チニ舊ニ

復セリ.

次 ニWelch-Fraenkel氏 菌 ノ肝 臟 白堊 肉 汁 培 養液

ヲ6%ノ 割 合 ニ作 用 セ シ メ シガ,(培 養 液 ノ毒 力: 

217gノ 海 〓 ノ筋 肉 内 ニ1.0cc注 射 セ シニ3時 間 ニ

テ斃 レ タ リ).第5圖 ニ見 ルガ如 ク,注 加後 直 チ ニ

緊 張 著 明 ニ下降 シテ,一 時 振 子運 動全 ク停 止 セ リ.

暫時ニシテ再ビ甚ダ微弱ナル運動アラバ レ永ク持續

スルモ,運 動ハ次第ニ微力 トナリ,緊 張ハ依然トシ

テ囘復セザリキ.余 ノ經驗及ビ文獻ヨリシテ考フル

モ,未 ダカクモ強 ク腸管運動ヲ抑制スルハ嘗テコレ

ヲ見ザル所ナリ(第7圖 參照).

第7圖

Welch-Fraenkel氏 菌 ノ肝 臟 白 堊 肉 汁

培 養 液 ヲ6%ニ 使用 セ シメ シ ニ,注 加後

直 チ ニ緊 張 著 明 ニ下 降 シ振 子 運 動 ハ 甚 ダ

微 弱 トナ レ リ(培 養 液 ノ毒 力: 217gノ

海 〓 ハ1.0ccノ 筋肉 内注 射 ニ ヨ リ3時 間

ニテ 斃 ル.)

既 ニ前章 ニ述 ベ シガ 如 ク,蟲 樣突 起 炎 及 ビ コ レニ

續 發 ス ル腹 膜 炎 ニ於 テWelch-Fraenkel氏 菌 ガ單 獨

ニ證 明 セ ラル ル事 ハ 殆 ドナ ク,常 ニ大 腸菌 ト共 ニ證

明 セ ラ ル ル モ ノ ナル ガ 故 ニ,勿 論Weach-Fraenkel氏

菌 ト大腸菌 トガ協力作用スル場合如何ナル影響ヲ與

フルヤヲ檢スルヲ要ス.

依 ツテ先ヅコレニ用ヒ ントスル大腸菌 ノ肝臟白堊

肉汁培養液(59時 間培養 毒力: 270gノ 海〓腹腔内

123



124 清 水 勝

ニ1.0cc注 射 シ,コ レ ヲ23時 間 ニテ 斃 ス.)ヲ6%ノ

場 合 ニ 作 用 セ シメ シガ,第8圖 ニ見 ル ガ 如 ク,注 加

後 一過 性 ノ緊 張 下降,振 幅 縮 小 ヲ示 シ タル後,直 チ

ニ緊 張 上昇 シ タ レ ドモ,以 後 次 第 ニ緊 張 ハ下 降 セ リ.

然レドモ振幅ハ却 ツテ注入前ヨリモ増大 シ,旺 盛ナ

ル振子運動ヲ繼續スルヲ見タリ.

即チ大腸菌ノミニテハ腸管運動ニ友ボス抑制作用

ハ左程著明ナラザル事ヲ知 リ得 タリ.

第8圖

大腸菌 ノ肝臟白堊培養液(59時 間培養)

ヲ6%ノ 割 合ニ作用セシム.注 加後一過性

ノ抑制 ヲ經テ後,一 時緊張上昇ヲ示シタル

モ以後緊張次第ニ下降ス.然 レドモ振幅ハ

却ツテ注入前 ヨリモ増大ス.(培 養液イ毒

力: 270gノ 海〓ヲ1.0ccノ 腹腔内注射ニ

依23時 間 ニテ斃ス.)

次 ニ コ ノ大 腸 菌 トWalch-Fraenkel氏 菌 トノ混 合

培 養 液(38時 間 培 養)ヲ6%ニ 作用 セ シ メ シガ,(毒

力: 260g海 〓 ヲ1.0ccノ 皮 下注 射 ニ ヨ リ10時 間以

内 ニ斃 セ リ.)第9圖 ニ於 テ見 ラル ル如 ク,注 加 後 直

チ ニ著 明 ナル 緊 張 ノ落 下 ヲ示 ス ト同 時 ニ振 子運 動 ハ

甚 ダ強 ク抑制 セ ラ レ,ソ ノ間4囘 強 キ收 縮 運 動 ヲ示

セル ノ ミニ シテ,以 後 ハ 振 子 運 動 ハ 全 ク停 止 ス ル ヲ

見 タ リ.

コ レWelch-Fraenkel氏 菌 ノ ミヲ作用 セ シメ シ場

合 ニ於 テ ハ見 ラ レザ リシ現 象 ニ シテ,即 チ大 腸菌 ト

ノ混 合 培 養液 ニ ア リテ ハ ソノ抑 制 作用 ノ更 ニ著 明 ナ

ル事 ヲ證 スル モ ノナ リ.

第9圖

Welch氏 菌 ト大腸菌トノ 混合培養液(38

時間培養)ヲ6%ニ 作用セシム.加 注後直

チニ緊張著明ニ下降シ,振 子運動ハ著 シク

抑 制 セ ラレ,遂 ニハ 全 ク停 止 ス.(培 養 液

ノ毒 力: 260gノ 海 〓 ヲ1.0ccノ 皮 下注 射

ニ ヨ ツテ10時 間 以 内 ニ斃 ス).

次 ニ吾 人 ハWelch-Fraenkel氏 菌 ヲ葡 萄 糖 加 寒 天

扁 平 培 養 基 ニ嫌 氣性 培 養 ヲナ シ,コ レ ヨ リ得 タル菌

苔 ヲ採 リテ 生 理 的 食 鹽 水(0.85%)ニ1.0cc:1〓 ノ

割合ニコレヲ溶解 シ15時 間37℃ ニ保温セル菌浮遊

液(毒 力:「 マウス」ハ0.5ccノ 腹腔内注射ニヨリ37

時間後斃 レタリ)ヲ3%ノ 割合ニ作用モシメシガ第
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10圖 ニ見 ルガ如 ク,注 入 後 緊 張 及 ビ振 幅 ハ 次 第 ニ

下 向,縮 小 セ リ,コ コ ニ於 テ1萬 倍 ノPilocarpinヲ

0.2cc作 用 セ シメ シ ガ殆 ド變 化 ナ シ,然 ル ニ次 ニ「バ

リウ ム」ヲ0.003%ニ 加 ヘ シ ト コロ,緊 張 ハ急 激 ニ上

昇 ス ル ヲ見 タ リ.ヨ ツテ以 テ 該 菌 毒 ノ抑 制 作 用 ハ恐

ラ ク筋 肉 ニ侵 襲 點 ヲ有 ス ル モ ノナ リ ト考 察 セ ラル.

第10圖

Welch氏 菌 ノ菌 苔 ヲ生 理 的 食 鹽 水 ニ 溶解 セ ル菌 浮遊 液 ヲ3%ノ 割 合 ニ作 用 セ シム.運 動

ハ 次第 ニ弱 ク ナ レ リ.コ コニ於 テ1萬 倍 ノ「ピ ロカ ル ピ ン」 ヲ0.2ccヲ 與 フル モ變 化 ナ シ.

次 ニ「バ リウム」ヲ0.003%ヲ 加 ヘ シ ニ緊 張急 激 ニ上 昇 ス.(培 養液 毒 力:「 マ ウ ス」ヲ0.5cc

ノ腹腔 内 注射 ニ ヨ リ37時 間 ニテ 斃 ス.)

尚 ホ吾人 ハ實 驗 中Welch-Fraenkel氏 菌 單 獨,或 ハ

コ レ ト大 腸 菌 トノ混 合 培 養 液 ニ於 テ モ 前述 ノ如 キ著

明 ナ ル 抑制 作 用 ヲ現 サ ザ リシ事 ヲ經 驗 セ リ.即 チ コ

コ ニ疑 問 ヲ懷 キテ,更 ニ ソ ノ理 由 ヲ追 究 セ シ トコ ロ,

遂 ニWelch-Fraenkel氏 菌 ニア リテ モ,ソ ノ培 養 中

毒カヲ消失セシナランニハ,著 明ナル腸管運動抑制

作 用 ナ キ事 ヲ知 リ得 タ リ.第11圖 ハ コ レヲ明 カ ニ示

ス モ ノナ リ.即 チ 大腸 菌 トWelch-Fraenkel氏 菌 ト

ノ混 合 培 養 液 ニ シテ,通 常 ナ ラ バ最 モ 強 力 ナ ル抑 制

作 用 ヲ呈 ス ペ キ ニ,ソ ノ作 用 ハ前 述 セ シ大 腸 菌 ヲ單

獨 ニ作用 セ シメ シ場 合 ノ ソレ ト甚 ダ似 テー 過 性 ノ抑

制 ヲ現 シ タル後,振 幅 ハ毒 素 注入 前 ノ状 態 ニ復 歸 シ,

後 ニハ 却 ツテ 増 大 ノ傾 向 ヲ示 セ リ.又 緊 張 ノ下降 モ

甚 ダ 輕度 ニ過 ギザ リキ.而 シテ ソノ毒 力 ハ240gノ

海〓 ヲ皮 下1.0ccニ 注 射 セ シ ニ拘 ラ ズ, 5日 後 ニ至 リ

テ辛 ジテ コ レヲ斃 セ シ ヨ リ シテ見 レバ,既 ニWelch-

Fraenkel氏 菌 ノ毒 カ バ全 ク失 ハ レ居 リ シモ ノナ ル事

明 カ ナ リ.

第11圖

Welch氏 菌 ト大 腸 菌 トノ混 合 培 養 液

ヲ6%ニ 作 用 セ シム.然 レ ドモ何 等 著

明 ナ ル抑 制 作 用 ヲ示 サ ズ.(培 養 液 ノ

毒 力: 240gノ 海 〓 ノ皮下 ニ1.0cc注

射 セ シニ,辛 ジテ5日 後 之 ヲ斃 セ リ.)
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第3項　 文 獻 竝 ニ 考 察

蟲樣突起炎竝 ニコレニ續發スル急性腹膜炎ニ於 テ,腸 管麻痺 ハ一般臨牀家,特 ニ外科醫 ニ取

ツテハ最 モ怖 レラルル所ナリ.而 シテソノ成因ニ就キテハ今日尚ホ諸種 ノ學説アリテ未ダ確定

セザル所 ニシテ,コ レガ眞因バ一元的 ニ説明 シ得ザル トスルモ,細 菌毒ガ腸管自身ニ對 シテ及

ボス影響ガソノ主要ナル因子ヲナス可 シト認ムルハ最モ穩當ナリ ト信ズ.

從來諸種細菌毒ノ腸管ニ及ボス影響ヲ檢 セシ實驗甚ダ多 シ,而 シテ好氣性菌ノソレニ就 キテ

ハ殆ド研究 シ盡 サレタル觀 アルニ拘 ラズ,嫌 氣性菌ノ腸管運動 ニ及ボス作用 ニ就キテハ殆 ド顧

ミラレズ,僅 ニW. Budde(1924)及 ビLohr兩 氏ノ業績 アルニ過ギズ.

即チBuddeハ 蟲樣突起炎竝ニコレニ續發セル膿瘍,急 性腹膜炎,十 二指腸穿孔ニヨル腹膜

炎,急 性膵臟炎,混 在性肺炎菌腹膜炎,腎 臟周圍膿瘍等9例 ノ患者ノ手術ニ際 シテ得タル腹

腔内滲出液ニ就キテ,コ レガ腸管運動ニ及ボス影響 ヲ檢 セリ.而 シテ大腸菌 ト多クノ嫌氣性ノ

「フローラ」トヲ含有スル滲出液ハ麻痺的ニ作用 スルモ,大 腸菌 ノミ,或 ハコレト好氣性菌 トヲ

含有スル滲出液ニハ麻痺的作用ナシト云ヒシガ,乍 遺憾彼ハソノ實驗ニ供セシ滲出液 ニ就テ嫌

氣性培養テ試 ミザ リキ.而 シテ彼ハ僅ニ滲出液ガ惡臭ラ有 スル ト云 フ事 ト塗抹標本ノ所見 トヲ

嫌 氣性菌存在ノ唯一ノ根據 トシテ上述 ノ如キ結論ニ到達 セシモノナルガ故ニ,ソ ノ麻痺作用ハ

果 シテ嫌氣性菌 ニ依ルモノナルヤ,又 タ トヘ滲出液が嫌氣性菌テ含有スル トスルモ果 シテ如何

ナル嫌氣性菌 ガソノ主役ヲ演ズルモノナルヤニ就テハ,之 ヲ全ク窺 フ事 ヲ得ザルナリ.然 レド

モ同氏 ノ業績 ハ嫌氣性菌ノ意義 ノ一端 ヲ明カニシ,嫌 氣性菌ニ就テノ暗黒面開拓 ノ端緒ヲナス

モノ ト云フテ得べシ.而 シテ嫌氣性菌ノ強烈ナル病原性テ論ズルニハ更ニ深ク立入 リテ,先 ヅ

個 々嫌氣性菌 ノ病原性竝ニコレト好氣性菌 トノ混合傳染(Symbiose)ノ 示 ス病原性ニ就キテモ

研究 セザル可カラザルモノナ リト信ズ.

次 ニLohrガ 嫌 氣性菌培養液 ノ毒力作用 ニ就テ研究セル所 ニ依 レバ,ソ ノ作用ハ膜腹ニ對ス

ル モ,又 皮下組織或ハ筋肉組織 ニ對スルモ,ソ ノ間ニ於テ毒素作用機轉ニ本質的ノ差異ナク,

孰 レモソノ侵襲點ハ毛細血管系統 ニアリ,少 量ノ毒素ハ血管麻痺竝 ニ漿液ノ滲出ヲ起 シ,大 量

ヲ作用 セシムル時ハ壞疽 ヲ來スモノナリ.而 シテ毒力作用 ノ強弱ハ毒素ノ濃度ニヨツテ決定セ

ラルルモノナリト云ヘ リ.從 ツテ廣汎ナル面積 ヲ有 スル腹膜 ニアリテハ毒素ハ廣ク擴散スルヲ

以テ,ソ ノ作用ハ弱クシテ壞疸 ヲ起スニ至 ラズシテ漿液ノ滲出ヲ起 スモノナリトセリ.次 ニ彼

ハ病原性ヲ有 スルGaeodemerregerノ 純粹培養液テ海〓ノ腹腔内ニ注射 シテ腹膜炎ヲ起サシ

メ,動 物ガ死直前ノ攣縮ヲ起スカ,或 ハソノ一般状態 ヨリシテ動物 ガ間モナク死スベ シト認メ

ラルルニ至 レベ,コ レヲ麻醉ノ下ニ開腹 シテ,直 チニ腸管ノ蠕動運動ヲ觀察 セリ.而 シテコレ

ヲ健康ナル海〓 ヲ麻醉 ニ下ニ開腹 シテ檢シダル成績 ニ比スレバ,腸 管運動ハ傳染ノ程度ニヨリ

テ多少ノ差異ハアルモ,一 般 ニ遙ニ弛鈍ナリキ.ヨ ツテGasodemerregerハ 皷腸 ニ對 シテ甚ダ

意義アルモノナ リトセリ.然 レドモ急性腹膜炎 ノ末期 ニ於テハ殆 ド常ニ皷 腸ヲ證明スルモノナ
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ルガ故ニ,上 記 ノ實驗ハ尚ホ嫌氣性菌 ノ腸管運動 ニ對スル作用 ヲ完全ニ説明スルモノト認 メ難

シ.カ ク シテ嫌氣性菌ガ腸管運動ニ及ボス影響 ニ就テハ未ダ確固タル成績ヲ見 ザルナリ.然 ル

ニ嫌氣性菌ノ意義ヲ認 ムル學者ノ殆 ド總テガ等 シク認ムルハWelck-Fraenkel氏 菌ナリトス.

而シテ前章ニ述ベタル吾人ノ實驗成績,即 チWelch-Fraenkel氏 菌 ガ腸管運動 ニ對 シテ著明ナ

ル麻痺作用 ヲ呈 スル事,殊 ニ大腸菌 トノ混合培養 液 ガ更 ニ強 力ナル影 響 ヲ與 フル事ハ此 間ニア

ツテ複雜 ナル腸管麻痺 ノ成 因 ノ一部 ヲ闡明 スルモノナ リ ト信 ズ.殊 ニ最 近Weinbergハ 大 腸菌

ガWelch-Fraenkel氏 菌 ノ發育ヲ 良好 ナラ シムルモ ノナリ ト云ヒ,又Bessonニ ヨ レバ葡萄状

球菌ハ嫌 氣性菌(Bac. perfringene)ノ 發 育 ヲ助長 スルモノナ リ ト云ヘ リ,コ レ等 ノ説 ヲ合 セ考

フ レバ,蟲 樣突起炎及 ビコ レニ續 發スル腹膜炎 ニ於 テ,嫌 氣性菌殊 ニWelch-Fraenkel氏 菌 ノ

意義 ハ甚 ダ重大 ナル モノア リト思惟 スル ニ難 カ ラザルナ リ.

第4章　 結 論

吾人ハ昨年來當教室ニ於テ手術セル58例 ノ急性竝ニ慢性蟲樣突起炎ノ蟲樣突起内容,腹 腔

内滲出液ニ就キテ,細 菌學的檢査 ヲナセシガWelch-Fraenkel氏 菌ハ大腸菌,雙 球薗(連 鎖状

球菌 テ含ム)ニ 次デ屡々證明セラレタ リ.即 チ急性期ニアリテハ50% (28例 中14例),コ レヲ

更ニ分類セバ早期手術10例 中5例(50%),穿 孔性腹膜炎11例 中5例(45%),蟲 様突起炎膿瘍

7例 中4例(57%)ニ,間 歇期手術ニ於テハ46% (30例 中14例)ニ 證明 スル事ヲ得タ リ.而 シ

テ該菌ハ之ヲ單獨ニ見ル事 ハ全クナク,殆 ド常ニ大腸菌 ト雙球菌(連 鎖状球菌ヲ含ム)ト ヲ同

時ニ證明 セリ.而 シテ發病後ノ時間的經過 ト該菌ノ證明頻度 トノ間ニハ特別ノ關係ナク,即 チ

蟲樣突起炎ノ各時期ニ於テ之ヲ證明スル事 ヲ得タリ.尚 ホ該菌ハ甚ダ強カナル毒性ヲ有 シ,急

性期ニ得タル菌種ニアリテハ60%,慢 性期ノソレニ於テハ90%ニ 毒性 ヲ有スル事ヲ知 レリ.

殊ニ激烈 ナル經過ヲ示 シテ死亡セル穿孔性腹膜炎5例 中3例 ニ於テハ孰 レモ毒力強キWelch-

Fraenkel氏 菌ヲ大腸菌,雙 球(連鎖状球)菌及 ビ「グラム」陽性纎弱ナル桿菌 トノ混合ノ中ニ證明

セリ.又吾人ハMagnue氏 法ヲ用 ヒヲ該菌ノ家兎剔出腸管運動ニ及ボス影響ヲ檢 シ,該菌ガ甚ダ

強カナル腸管麻痺作期ヲ有スル事 ヲ知 レリ.而 シテソノ作用ハ腸管 ノ筋組織 自身ニ侵襲點 ヲ有

スルモノニシテ,該菌ガ大腸菌 ト同時ニ存 スル場合ハソノ腸管麻痺作用 ハ更 ニ著明 ニシテ,遂 ニ

ハ腸管運動ヲ全ク停止セシムルニ至ル事ヲ證明 セリ.而シテ更ニ興味アル事ハWelch-Fraenkel

氏菌 ト雖,ソ ノ毒力テ消失 シタランニハ上述ノ如キ作用ノ全ク無キ事テモ併セテ知 リ得タ リ.

之ヲ要 スルニWelch-Fraenkel氏 菌ハ蟲樣突起炎 ニ際 シテ甚ダ高率 ニ於テ證明 セラルルノミ

ナラズ,該 菌ガ強力ナル腸管麻痺作用 ヲ有スル事ヨリシテ,コ レガ蟲樣突起炎 ノ催炎菌 トシテ

重要ナルノミナラズ,同 疾患ノ經過及 ビ豫後 ニ對 シテ重大ナル意義ヲ有スルモノナリト信ズル

モノナ リ.

擱筆スルニ際シテ,終 始懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜ハ リシ恩師津田教授ニ衷心感謝ノ意ヲ表ス.
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